
がんサロンだより 
2024年度 第3号 

発行日：2025年3月1日 

呉医療センター・中国がんセンター 

これらのタイプに応じて再発予防に使うお

薬を選んでいきますし、投薬期間も違いま

す。最新の研究結果に基づいてガイドライ

ンで推奨された、一番効果のある治療を

行っていきます。 

また、高齢者の乳癌治療においては、手術

が最重要とされています。現代の全身麻酔

はとても安全です。全身状態を事前に把握

して麻酔を行えば、問題なく手術が行えま

す。術後の経過も若い方とほとんど変わり

ません。 

 

 

 

 

 

 

 ９月の乳がんサロンは、２６日（木）に開催さ

れました。テーマは「乳がんのトピック」でし

た。講師は、乳腺外科医師の郷田紀子先生です。 

 
１．乳腺外科の紹介 

 呉医療センター乳腺外科は、 山、郷田、

川又、安井の乳腺専門医で対応しておりま

す。新規患者様のご紹介は月平均４０名以上

で、乳がん検診異常、腫瘤の自覚など、多数

ご紹介いただいております。昨年度乳癌手術

件数も155例と、多くの患者様に安全性の高

い手術を受けていただいております。 

 

２．乳がんの種類と治療 

 乳癌の約90％以上は「浸潤性乳管癌」と言

われ、乳管(母乳の通り道)の細胞ががん化する

ことが原因です。浸潤性の乳癌はタイプが分

かれていて、最も多いのが女性ホルモンを栄

養源としている「ルミナールタイプ」、

HER2(ハーツー)という蛋白を持っている

「ハーツータイプ」、および、上記のいずれ

も持たない「トリプルネガティブタイプ」が

あります。 

乳がんのサブタイプ 

サブタイプの割合 
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３．治療後のフォローアップ 

 乳がんの手術や放射線治療、抗がん剤治療

がひと段落したら、術後のフォローアップを

１０年間行っていきます。かかりつけの先生

と連携しながら、ルミナールタイプの方には

５－１０年間のホルモン療法をお勧めさせて

いただいています。処方中の副作用対策もで

きる限り行っていきます。 

 

 

 

４．最後に 

 乳がんと診断されてから、治療中、そ

して、治療が終わってからもずっとご不

安に思われると思います。インターネッ

トやSNS、お知り合いの方の体験談な

ど、折に触れられることも多いと思いま

す。また、「こんなこと聞いてもいいの

かな？」と思われることもきっとたくさ

んおありだと思います。「患者さんのた

めの乳がん診療ガイドライン」や「乳が

んいつでもなんでも相談室」のご紹介を

させていただきます。 

 ご自分の知りたい内容を無料で閲覧で

きますし、内容も偏りのないものと言え

ますのでご参考にされるにはお勧めで

す。 

 

 

 

 

 

５．メッセージ 

・がんは早期発見できる病気で完治が望め

ます。 

・しこりの状態で最適な手術の方法を提案

します。 

・タイプに応じたお薬で再発を予防してい

きます。 

・がんのお薬は日々進歩しています。 

・がんに関するインターネットの情報はう

まく利用する必要があります。 

 

 適切な情報源であることをご確認され、

うまく活用されることをお勧めします。ご

不安が最小限になるよう今後も診療を続け

てまいりますので、どうぞよろしくお願い

申し上げます。 


